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平成 29 年度春学期に物理学を履修した 163 名と
生物学を履修した 253 名にプレテストを実施し、得
点の上位と下位に分けて授業が実施された。物理学














































平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 クラス間 プレ・期末間
プレテスト上位クラス N=85 57. 67  3. 89  54. 88  8. 25  F=200. 16 F=0. 08 F=19. 53
プレテスト下位クラス N=75 41. 30  7. 40  44. 47  8. 98  p<0. 001 n. s p<0. 001




平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 クラス間 プレ・期末間
プレテスト上位クラス N=135 56. 88  7. 07  55. 65  8. 01  F=291. 24 F=0. 05 F=7. 84









した eラーニングの教材を平成 29 年度春学期も引
き続き学生に提供した。















































平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 利用有無 プレ・期末間
eラーニング利用無N=103 48. 58  9. 86  48. 57  10. 28  F=4. 22 F=0. 01 F=0. 01















































































































































助成金 127000 円であった。平成 29 年度は佐藤弘毅
記念教育研究助成金が不採択となり、授業経費とし
ての外部講師謝金 12000 円と学部長裁量経費から
21720 円の支出が承認された。しかしながら、これ
らの試みは、現在、組織的予算的措置が講じられて
おらず、その継続的実施が危ぶまれているのが現状
である。
活動が定着していくためには教育支援・学習支援
を中心に扱うセンターなどの組織を立ち上げて業務
を継続実施していくことも今後の課題の一つである
と考えた。
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